
平成１３年度福祉技術部会合同研究会講演会の終了報告

 2002年3月22日

 ３⽉２０⽇、東京都渋⾕区のフォ－ラムエイトで、福祉技術部会傘下の
６研究会合同による「平成１３年度福祉技術部会合同研究会講演会」が開
催されました。４５名の参加者があり、会議室が⼀杯になりました。⼝ノ
町副部会⻑の挨拶、各研究会からの講演、そして研究会別の顔合わせを⾏
い、無事終了いたしました。事務局としまして、始めてのことであり、⼾
惑いながらの進⾏となりました。

 後半の研究会毎の話し合いでは、代表者が決まり、⼤まかな⽅向性も⾒
えてきました。

 今後は、代表者の⽅たちによる活動が開始されます。研究会の⽅達は勿
論、会員の皆様⽅もご協⼒の程宜しくお願いいたします。

《プログラム》

１３︓３０ 開会

１３︓３０〜１３︓５０ ２１世紀リハビリシステム研究会

「リハビリテ－ションの現状」
国⽴⾝体障害者リハビリテ－ションセンタ－研究所 新妻淳⼦

１３︓５０〜１４︓１０ 社会産業システム研究会



「⾝体障害者,⾼齢者の⾃動⾞免許取得の現状」
城野⾃動⾞学校 理事⻑ 野中孝裕

１４︓１０〜１４︓３０ 福祉・ロボット研究会

「福祉分野で求められる機器やロボットをどう⽣み出していったらい
いのか」

安川電機株式会社 富崎秀徳

１４︓３０ 休憩《 １０分間 》

１４︓４０〜１５︓００ ⾼齢者・障害者個⼈対応⾐服作り研究会

「個⼈対応⾐服をとりまく世界」
産業技術総合研究所知能システム部⾨ ⼩野栄⼀

１５︓００〜１５︓２０ ⽇常⽀援ロボット研究会

「看護・介護の動作研究と問題点」
東京電機⼤学理⼯学部 教授 ⼩川鑛⼀

１５︓２０〜１５︓４０ 乳幼児発達⽀援研究会

「親と乳幼児が抱える問題点」
アップリカ葛⻄(株)研究開発センター ⽚岡幸代

１５︓４０〜１６︓４０ 各研究会での活動

研究会会員の⾃⼰紹介、活動⽅針、代表者の選出

１６︓４０ 閉会



独⽴⾏政法⼈ 製品評価技術基盤機構 ⾒学会 報告

 2003.4.8 福祉技術部会

主催 ⾼齢者・障害者個⼈対応⾐服作り研究会
⽇時 2003年3⽉24⽇ 14－17過ぎ、東京都渋⾕区⾒学箇所 独⽴⾏
政法⼈ 製品評価技術基盤機構

⽣活・福祉技術センター ⼈間・福祉技術課

参加者 １８名 産学官、⾐料、介護、看護、リハビリ、医療機器、デ
ザインなど様々な観点の⽅々が参加された。
概要 ⼈間特性データベースとその測定法を中⼼にとても丁寧なご紹介
をしていただいた

 現在、主に⾼齢者を中⼼にした被験者約500名分がデータベースで無料公
開中、平成14年度は20歳以上の⻘壮年を中⼼に約400名の計測を⾏い、その
結果を合わせて４⽉にデータをアップデート、更に今後はより使いやすくす
るためにアップデートされる予定です。

 会議室で⼈間特性データベースの説明後、計測する部屋で測定法について
⼿でものを操作する際の上肢操作⼒を計測する装置から順にご説明をしてい
ただきました。

 次の計測部屋では、創意⼯夫された機器を詳細にご説明いただきました。
被験者役が岩⽥朋⺒さん（専⾨官）、計測者が蛯⾕勝司さん（主任）で、
様々な測定法を熱演してくださいました。お⼆⼈ともユーモアのある⽅でし
た。



 さらに別室で岩⽥さんから福祉⽤具に関連した事業概要と床ずれの観点か
らの新たなベッド⽤マットレスの評価測定法の研究のご説明を受けました。

 当⽇は、東京以外からのご参加が半数以上（関⻄から６名）で、皆さん熱
⼼な⽅々ばかりでした。岩⽥様（右端）始めセンターの⽅々のご配慮および
年度末にもかかわらずご参加くださった皆様に感謝するとともに、敬意を表
します。

⽂責⼩野



個⼈対応⾐服シンポジウム

『あなたは服に満⾜していますか』〜着たい服が着られるようになるため
に〜

⽇時 2004年10⽉28⽇（⽊） 13:00－16:30
場所 産業技術総合研究所 臨海副都⼼センター
参加者 32名
プログラム概要︓パネルディカッション、着脱実演、関連報告・質疑
応答

パネルディスカッション

体に不⾃由なところがある⽴場から

上⼭のり⼦さん

 イベントでおしゃれな⾐服を着ることがあるが、⾮⽇常です。⽇常でも
着物やおしゃれな⾐服が着られるようにするのはどうしたら良いか。その
アプローチがほしい。

（写真︓着物を召されたときのスライドを紹介しながら説明、左︓上⼭さ
ん、右︓北川さん）



⼩林健⼀さん

 利便性ばかり追い求めた⾐服を着ていたが、あるとき⾞いす⽤レインコ
ートを作ってもらった。

それから、⾐服を改造すれば何でも着られると思うようになった。⽴って
着ても座って着た状態で整える必要がある。

藤原美紀さん
 お店のリフォームは⾼いイメージがある。試着室が⾞いす⽤でない場

合、お店で着ることになり、⼗分に試着できず購⼊をあきらめたことがあ
る。

海外では、⾞いす⽤の試着室があり、ベッドがついていた。座ったままで
は背が曲がって着にくいので助かる。洋服業界の⼈に検討してほしい。

もと既製服業界で介護訪問員の⽴場から

北川律さん

 既製服と違うと不安に思う⼈がいる。半⾝⿇痺の⼥性のため、スカート
のファスナーを右開きにしたら、驚かれた。思っていることを要求してほ
しい。メイクと装いは内⾯に影響を及ぼす。装いで⼿助けできたらと思
う。

⼤学で障害者の⾐服の研究をしている⽴場から

千葉桂⼦さん（福島⼤学）

 障害のある⼦どもの⾐服について研究・調査した結果を報告された。⽣
徒の⾐服について悩みのある養護学校の教員が８０％を越えている。

特に「⾐服の着脱」に対する悩みは多い。知的障害のある⼦どもについて
は⾐服の表・裏の理解、ＴＰＯに合わせた着装などに関する問題が挙げら
れた。また肢体不⾃由の⼦どもについては，⾝体特性や姿勢によって着脱
動作を⾏わせることに対する指導上の困難が挙げられた。



⼦どもたちが経験する初めての社会⽣活の場が学校である。⼦ども⼀⼈ひ
とりの⾃⽴を⽀援する⾐⽣活教育が必要である。

渡辺聡⼦さん（⼭野美容芸術短期⼤学美容福祉学科）

 ⼤学の授業の⼀環で、⾼齢者施設でのファッションショー（化粧とおし
ゃれな⾐服）の経過と浴⾐祭り（施設の１２０⼈以上の⼈に浴⾐を着ても
らい祭りをした）を⾏う経過の中で⾼齢者が活き活きと元気が沸いてくる
様⼦を紹介、徐々に施設との信頼関係が深まると、このようなこともでき
るようになるので、まずは信頼関係を結べるように関ることを勧めた。

フロアーから

⽇常におしゃれができるような仕組みができないかと努めている⼈は存在
するが、どこに要望を⾔ったら、⾐服の対応をしてもらえるのかがわから
ない。都道府県の公的機関では中⼩企業の指導に関っているのですが、今
のところ、なかなか個⼈ユーザの声を集めるところまでは対応していな
い。

着脱実演

⼩林健⼀さんの上着の着せ替え。スーツを召されていたので、まずスーツ
を脱がせることから⾏なった。⼩林さんは右腕の⽅が不⾃由で、緊張する
と腕に⼒が⼊ってします。普段、着せ慣れていない⼈にとって、⾞いすに
座ったままでの着脱介助は容易ではなかった。５⼈の⼈が着脱に挑戦し
た。

（写真︓なかなか思うようにスーツを脱がすことができなくて苦労してい
る場⾯）

藤原美紀さんの上着の着せ替え。藤原さんは、背中が曲がっていて、細い
腕をされているが、藤原さんの適切な指導で脱がすことができた。藤原さ
んは24時間介護を受けており、ヘルパーさんに⼝頭で説明する必要性が⾼
いとのことでした。時間の関係で２⼈の⼈が着脱に挑戦した。

（写真︓左に持っている上着を脱ぎ終えて、どうして⾐服の着脱介助指導
の説明がうまいのか、たずねている場⾯）



休憩

関連報告・質疑応答

島⽥幾代⼦さん

島⽥さんの⾐⽣活の変化がスライドを使って紹介された。

（写真︓左側にいるのが、島⽥さん）

鈴⽊ひとみさん

突然のご指名にも関らず、鈴⽊さんのファションの⾐服の⼯夫や⾞いすで
困ることなどを紹介された。

⾐服だけでなく、⾞いすとのコーディネートもされているのが、写真（タ
イヤも⾚い）からもうかがえるかと思います。

（写真︓⾞いすの背中の⼯夫を紹介している場⾯）



杉野公⼦さん（杉野服飾⼤学）

⼤学の授業の⼀環で⾏なった個⼈対応に関連するファッションショーの紹
介をされた。

当⽇は３０名を越える⽅々がご参加され、遠くは北海道北⾒市、⼤阪、名
古屋、福島、横浜から、おしゃれに関⼼の⾼い⽅々が集まりました。⾐服
に関⼼を寄せる⽅々は、皆ボランティアでご協⼒下さり、貴重なお話や実
演をして下さいました。また、岩波君代さん、渡辺聡⼦さん、⼤野淑⼦さ
んには、企画から当⽇の運営までご協⼒をいただきました。参加者は、
様々な⽴場の⽅々で、⾐料関連企業、公設機関・⼤学の研究者のみでな
く、福祉関連の⽅々や、ホテルマン、⾐服ボランティアなどご参加いただ
き、熱⼼な⽅々ばかりで予定を１時間ほど延⻑になりましたが、時間が⾜
りないくらいでした。また会場の後⽚付けを、多くの参加者の⽅々にお⼿
伝いいただきました。ご協⼒、ご参加下さった皆様に敬意を表するととも
に感謝いたします。⽂責 ⼩野栄⼀ 

（写真︓シンポジウム後、記念撮影しました。）
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